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日豪における探知犬の選抜および育成
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倉敷芸術科学大学生命科学部

（2015 年 10 月 1 日　受理）

はじめに

　探知犬は、100 年以上もの間、世界中の警察や軍隊などにおいて、行方不明者や容疑者

の捜索、密輸品の摘発、爆発物や地雷の探知など、実用手段として使用されてきた 1）。そ

の優れたイヌの嗅覚は、探知装置よりも信頼性が高く、トレーニングによってあらゆるニ

オイを検出することができる 1,2 ,3）。わが国では、不正薬物や感染症の水際対策として、麻

薬探知犬（以下、麻薬犬）および検疫探知犬（以下、検疫犬）などの探知犬が導入されて

いる 4,5 ,6）。

１．日本における麻薬探知犬の現状

　麻薬犬は、大麻や覚せい剤等の不正薬物および銃砲等の水際対策として、輸出入商業貨

物、外国郵便物、出入国者の携帯品および荷物等の中から不正薬物等を発見するように訓

練されたイヌで、貿易を行う全国の空海港、税関外郵出張所（以下、国際郵便局）、保税

地域（以下、外国貨物倉庫）等における財務省の地方支部局である全国 9 税関に約 130 頭

が配備されている 5,6 ,7 , 8）。その育成および訓練は、千葉県成田市所在の東京税関監視部麻

薬探知犬訓練センター（以下、麻薬犬訓練センター）にて一括して行われている。麻薬犬

訓練センターは、警察犬訓練所、ブリーダー等で飼育されていたイヌを麻薬犬の候補とし、

その所有者から借用している。この借用は、年に 2 回、トレーニング開始 2 ヶ月前から始

め、年間 60 頭から 80 頭まで集める 5,9）。集められるイヌは、元気が良く、物に対して好

奇心旺盛で、物怖じしない、1 歳から 2 歳までのジャーマン・シェパード・ドッグ（German 

Shepherd Dog）、ラブラドール・レトリーバー（Labrador Retriever、以下、ラブラドール）

およびゴールデン・レトリーバー（Golden Retriever）で 5,6 ,7 , 9）、所有者の主観によって

選ばれる。通常、繁殖されたイヌは子イヌの時期に売買されることが一般的である。しか

し、これらのイヌは、すでに成犬であることから、次の繁殖用に残されていたイヌか、も

しくは、売れ残りや何かしらの問題があったために引き取られていないイヌである可能性

も考えられる 9）。

　探知犬には、摘発物の入った貨物をひっかいて知らせるアクティブドッグ（国内の麻薬

犬ではアグレッシブドッグと同義語として用いられる。）と、その場に座って旅客の携帯

品に隠された摘発物を知らせるパッシブドッグの 2 つのタイプがある 4,10）。
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　麻薬犬訓練センターには、麻薬犬または麻薬犬を取り扱う者（以下、麻薬犬ハンドラー）

をトレーニングするインストラクターが十数名おり、約 4 ヶ月間をかけて麻薬犬を育成し

ている 5,7 ,9）。

　馴致トレーニングにおける具体的な育成方法は、以下のとおりである。①インストラク

ターがタオルを筒状に巻いた訓練道具（以下、ダミー）を使ってイヌと遊ぶ。②このダミー

を投げて、イヌに探させる。③イヌがダミーを見つけた直後に、インストラクターは、報

酬として、ダミーの引っ張り合いを行う。なお、報酬には、このダミーによる遊び以外に、

イヌの体を撫でるスキンシップがある。

　馴致トレーニング後の大麻および覚せい剤トレーニングでは、ダミーに麻薬のニオイに

類似した擬似臭をつける 5,10）。そして、ダミーをイヌに見えないところに隠すとニオイを

頼りに探して見つけるようになる 5）。「大麻トレーニング」および「覚せい剤トレーニング」

は、①草の中に隠された麻薬を探す基本的なトレーニング、②壁面や車両に隠された麻薬

を探す応用的なトレーニング、③外国貨物倉庫や旅客手荷物検査場などの実際の現場にお

けるトレーニングの 3 段階ある 7,11）。これらのトレーニングを終了し最終評価に合格した

イヌが 2 週間の「現場トライアル」に進む 7,11）。これに合格したイヌが麻薬犬として認定

される。しかし、その認定率は、所有者から引き取ったイヌの約 30%と低率である 5,6 ,11 , 12）。

このため、イヌの所有者は、育成中に不合格となったイヌの売買が困難となるため、麻薬

犬訓練センターに対し、不合格の取り消しを求めることがある 9）。

　前述したように、借用犬が所有者の主観により選抜されていること、犬種の限定により

候補犬が少ないこと、引退する麻薬犬がいることから、借用犬、麻薬犬訓練センターでト

レーニングする麻薬犬の候補犬、現場で活躍する麻薬犬すべてが慢性的に不足しているも

のと考えられる。そのため、多数の借用犬の中から早期に探知犬の素質をもつ候補犬を見

極めるテストの開発が望まれる。

２．オーストラリアにおける探知犬の育成について 

　検疫犬は、感染症の水際対策として、検疫対象物および輸入禁止品（以下、ターゲット）

を発見するように訓練されたイヌで 4,13）、2005 年 12 月から成田国際空港、2008 年 2 月か

ら関西国際空港の農林水産省動物検疫所に、各 2 頭のビーグルが配備されている 14）（2009

年現在）。

　海外から日本への旅行者または帰国者（以下、入国者）が、日本向け検査証明書のない

牛肉・ソーセージ・ビーフジャーキーなどの食肉製品（以下、畜産物）を持ち込む際は自

己申告しなければならない。しかし、このことを知らなかったり、乗り継ぎを急いでいた

り、罰則を恐れたりして、申告しない人もいる。そのため、検疫を受けることなく国内に

持ち込まれる可能性が高く、これらの畜産物を介して国内に動物の感染症が侵入すること

が危惧されている 4）。この状況を受け、入国者が持ち込む畜産物について、確実に動物検
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疫が行える体制を整備することを目的として、農林水産省は、検疫犬を導入することと

した 4）。しかし、国内には、検疫犬のインストラクターおよびトレーニング施設がないこ

とから、動物検疫所が、オーストラリアの探知犬育成訓練所の Hanrob International Dog 

Academy（以下、Hanrob）に依託した 4）。この Hanrob は、Australian Quarantine and 

Inspection Service（以下、AQIS）から検疫犬とハンドラーの育成を依託されている 4,15）。

空港の税関検査場内において、検疫犬を用いて入国者の手荷物を対象に探知活動を行うハ

ンドラーの候補として、動物検疫所から 2 名の家畜防疫官が派遣された 4）。検疫犬が探知

するターゲットは、家畜伝染病予防法施行規則（昭和 26 年農林省令第 35 号）第 43 条の

表にある牛、羊、山羊、豚、鹿などの偶蹄類および第 45 条に掲げる指定検疫物の鶏・う

ずら・だちょう・七面鳥・あひる・がちょうなどの家きん類の食肉製品（ハム、ベーコン、

ソーセージ）やそれらの加工品である 4,16 ,17）。

　前述した麻薬犬の導入および育成に関して、オーストラリアは、1979 年に導入した

日本より先進的であり、1969 年から税関が行っている 18）。オーストラリアには、他の

大陸にない珍しい動植物の生態系が存在し 19,20）、国内の顕花植物、哺乳類、爬虫類、蛙

の 80％以上が固有の動植物であるため 21）、AQIS は、国民および動植物の健康だけでな

く、固有種およびその生息地も保存するため、検疫を強化している 22）。その一環として、

AQIS は、1990 年代初頭から検疫犬プロジェクトを開始した 13）。ターゲットには、2012

年現在、魚を除くすべての肉製品、菓子やめん類などの食品、貝殻のアクセサリーや毛皮

を使った装飾品などの動物製品、生花やドライフラワーなどの植物製品、卵と卵製品、乳

製品、生きている動物および植物、種子やナッツ類、生の果物や野菜、チーズ、ミツバチ、

土壌など、30 種類以上がある 23,24 ,25）。検疫犬は、2006 年現在、国内および国際空港、海

港、郵便センター等に 100 頭以上が配置されている。オーストラリアでは、パッシブドッ

グは、主に空港の手荷物を受け取るターンテーブルのある税関検査場内で探知し、アクティ

ブドッグは、主に郵便局で探知している。探知場所に応じては、パッシブドッグとアクティ

ブドッグの両方を務めることができる multi-purpose response dogs も存在している 13）。

検疫犬の犬種には、長い間、空港内のパッシブドッグにビーグルを使用していたが、検疫

犬の需要の拡大に伴い、2010 年現在、パッシブドッグとしてラブラドールも採用してい

る 26）。アクティブドッグとしては、ラブラドール、ボーダーコリー、ポインター、テリ

ア種および雑種を使用している 23）。

　Hanrob は、AQIS から探知犬とハンドラーの育成について、1995 年より依託されてお

り 4）、2007 年までに、約 150 頭の検疫犬と約 80 名のハンドラーを輩出している。さらに、

日本、香港、ニューカレドニアなどの国外へも探知犬を供給している。

　Hanrob に探知犬の育成を AQIS が依託するに当たり、AQIS はウェブサイトでイヌ

を公募している 13）。応募するイヌの所有者は、ウェブサイトにあるテストを行った後に

AQIS に連絡する。その結果と書類により合格したイヌに対し、AQIS 職員が同じテスト
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を行う。これに合格すると、所有者のいない不慣れな環境において、同じテストを受け

る。これにも合格したイヌは、1 ～ 2 週間、AQIS の施設において探知犬としての適性が

確認される。これに合格したイヌ（以下、予備候補犬）のみが、Hanrob により育成され

る 13）。

　Hanrob も、探知犬となるイヌについて、庭に穴を掘ったり、食べ物を探して家中を荒

らしたりするような気質を持つイヌを、国内の動物保護施設、オーストラリア税関・国境

警備局 18）、一般のブリーダーおよび一般家庭から集める。 

３．日本における探知犬の不足

　国土交通省航空局の 2008 年度空港管理状況調書によれば、国外からの航空機が到着す

る空港として、3 カ所の国際拠点空港および 44 カ所の国際線就航空港がある。また、税

関所在案内税関管轄一覧表 27）によれば、不正薬物を取り締まる財務省所管である税関官

署および出張所は 206 カ所あり、2012 年 5 月現在、指定保税地域が 88 カ所、国際郵便局

が 6 カ所ある 28）。これらは、麻薬犬の活動拠点となり得る場所である。

　一方、検疫犬の活動場所となり得る動物検疫所は、2012 年 4 月現在、空港 42 港および

海港 57 港ある 29）。さらに、空海港における入国者数は約 2620 万人、入港外航船舶・航

空機は約 29 万にも及ぶ。

　2011 年 2 月の財務省の報道発表によれば、前年の航空機旅客による覚せい剤の密輸入

事犯の摘発件数および押収量が過去最高を記録し、2009 年以降、地方港、地方空港を狙っ

た覚せい剤の密輸入事犯が、一層広域化している。また、ここ近年、BSE（牛海綿状脳症）

および口蹄疫、高病原性鳥インフルエンザ等も発生している 30）。

　このように、日本の入り口の数や入国者数の増大に伴う後を絶たない不正薬物の密輸入

や昨今の家畜伝染病の脅威からして、探知犬の実働数は明らかに不足している。麻薬犬に

ついては、その候補となるイヌを効率的に選抜する方法を検討し、4 頭しかいない検疫犬

（2009 年現在）については、その頭数を増加させる方法を検討する必要がある。しかしな

がら、わが国の検疫犬第 1 号を育成した Hanrob における探知犬の選抜と育成の方法につ

いて、筆者の調べた限り参考となり得る文献は乏しく、育成過程については公式ウェブサ

イトにも記載がない。

　そこで本研究では、オーストラリアの Hanrob における探知犬育成のトレーニングを実

際に見学しながら、インストラクターに対する面接調査を行い、日本における探知犬の選

抜および育成の改善の可能性を探ることとした。この面接調査結果の公表は、日本では入

手できない探知犬の選抜および育成に関する情報を紹介することにもなる。

対象および方法

　2009 年 4 月 20 日、Hanrob において、インストラクターの Kenneth Innes 氏に対し、
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約 1 時間、面接調査を行った。Kenneth Innes 氏は、2005 年から 2008 年まで、Japanese 

Quarantine Specialized Trainer　として、日本の検疫犬を育成していた人物であった 31）。

　インストラクターに対する具体的な質問は、1. 探知犬の選抜および育成をどのように

行っているか、2. ブリーダー、一般家庭、動物保護施設以外に Hanrob に供試するイヌの

所有者はいるか、3. Hanrob が育成し直近 3 年に購入した探知犬の価格はいくらか、4. 探

知犬育成過程における選抜の確率はどのくらいか、5. Hanrob が直近 3 年で選抜したイヌ

は何頭だったか、6. 選抜の判定は主観的か、とした。

　さらに、同じ日に、探知犬の育成におけるトレーニングを約 3 時間見学した。このトレー

ニングは、イヌとハンドラー候補生のペア 5 組の合同で行われていた（以下、合同トレー

ニング）。この見学中に、同じインストラクターに対する面接調査を行った。すなわち、

インストラクターにはトレーニングを実施しながら回答してもらった。

　トレーニング中のインストラクターに対する具体的な質問は、7. トレーニング中の 5

頭のイヌについて、性別、犬種、年齢数、所有団体は何か、8.トレーニング中のハンドラー

候補生 5 名について、性別、年齢数、現職、前職は何か、9. 合同トレーニングにおいて

必須とする犬具は何か、10 . 合同トレーニングにおける重要なハンドリングは何か、とし

た。

結果

　Hanrob における探知犬の育成過程に関する質問 1 については、書類選考、飼育場所に

おける選抜、Hanrobにおける選抜、基礎トレーニングによる最終選抜、応用トレーニング、

合同トレーニングの順に選抜および育成されていた。「書類選考」および「飼育場所にお

ける選抜」、「Hanrob における選抜」では、同社によって考案された Hanrob テストが使

用されていたことが判明した。このテストは、探知犬にかかわるイヌの性格や行動などの

特性を調査する簡易的な実地テストで、評価者であるインストラクターによる 10 種類の

項目（「恐怖心調査」（Fear investigate）1 項目、「ヒトへの関心」（People orient）1 項

目、「フード欲（フードに対する執着心）」（Scattered food in full view；Scattered food in 

grass；Food hidden under pot/food bowl；Sit for food）4 項目、「ダミー欲（ダミーに対

する執着心）」（Dummy retrieve on grass；Dummy tug-o-war；Dog left holding dummy 

30 sec, no handler interaction；Dummy put under bowl while dog watching）4 項目）に

対し、イヌの反応の程度を評価し、40 点満点で数値化するものであった。スコアが高い

個体ほど合格率が高く、すなわち、探知犬の候補犬としての適性が高いことを意味してい

た。また、このテストは、所有者にテスト用紙が送付されていることから公表されており、

AQIS による簡易テストとほとんど同じものであった。したがって、AQIS によって選抜

された予備候補犬については、「Hanrob における選抜」の過程までが免除され、「基礎ト

レーニング」から育成され、「最終選抜」にかけられていた。探知犬を育成している税関
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から購入したイヌも同様であった。また、「基礎トレーニング」の目的は、イヌが“マテ”、

“オスワリ”、“フセ”などの基礎的オビディエンス 32） を覚えることであった。「応用トレー

ニング」の目的は、インストラクターがイヌにターゲットを認識させ発見する能力をつけ

ることであった。イヌがターゲットを視覚で発見し、嗅覚で反応した後、インストラク

ターが報酬を与えていた。この反復により、イヌはターゲットを探すようになっていた。

Hanrob では、「応用トレーニング」においてダミーのなかに入れるものを変えるだけで、

基本的には検疫、麻薬、爆発物の探知犬について全く同様のトレーニングを行っていた。

つまり、発見させるものが異なるだけで、トレーニングそのものは同じであった。このた

め、検疫、麻薬、爆発物のいずれであっても、探知犬のトレーニング経験のあるインスト

ラクターであれば書類選考が可能であった。書類選考した同一のインストラクターによっ

てその後の「飼育場所における選抜」および「Hanrob における選抜」において評価され

ていた。「合同トレーニング」の目的は、ハンドラー候補生がターゲットを記憶させたイ

ヌを実際に発見できるように扱える能力を身につけることであった。

　Hanrob に供試するイヌの所有者に関する質問 2 については、Royal Society for the 

Prevention of Cruelty to Animals（RSPCA；王立動物虐待防止協会）と、ビーグルに限るが、

MAF Biosecurity New Zealand Detector Dog Programme（ニュージーランド農林省検

疫犬プログラム）であった。

　経費に関する質問 3 については、イヌの購入価格は、犬種よりも入手元によって大きく

異なっていた。入手元は、何らかの事情で現況を変えるために探知犬プログラムに飼いイ

ヌを寄贈したいと希望する一般市民や政府であった。育種プログラムからの購入は、確立

された記録に基づいて良質な探知犬を生産しているために、高い価格を要求されていた。

通常、動物保護施設から入手するイヌは、ワクチン接種などの費用をまかなえる 20 ,000

円程度の料金であった。この動物保護施設や探知犬育種歴のないブリーダーからの入手は、

40 ,000 円以下であった。探知犬のプロジェクトおよび依頼元の予算にもよるが、政府に

よる探知犬育種プログラムからの入手における一頭当たりのイヌの価格は、120 ,000 円か

ら 800 ,000 円までであった。価格の差については、広告、評価、背景の不明なイヌのトレー

ニングに費やす人手と手間および時間などが関係していた。次に例示する。

例 1. 犬種：ビーグル　　；　年齢：1 歳　；　価格：240 ,000 円

例 2. 犬種：ラブラドール；　年齢：1 歳半；　価格：560 ,000 円

例 3. 犬種：ラブラドール；　年齢：1 歳　；　価格：無料

1A$ ＝ 80 円（2010 . 2 . 24 現在）換算

　育成過程におけるイヌの選抜率に関する質問 4 については、イヌが、育成のいずれの段

階でも、あるいは、育成前にでさえも、不合格にされたり、異なるプログラムへ移されたり、

予備のイヌとして飼われたりするために正確なデータがなく、適性および不適性の確率が

出せなかったが、「基礎トレーニング」前に約 70%を選抜していると経験的に推測された。
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1 週間の「基礎トレーニング」の後の最終選抜では 90%を選抜し、トレーニングを続行し、

探知犬になっていた。ただし、AQIS からの予備候補犬はすべて探知犬になっていた。

　選抜されたイヌの頭数に関する質問 5 については、複数のインストラクターが、ここ 3

年にわたって、「基礎トレーニング」前に約 40 頭選抜していた。AQIS は、公募によって

事前にテストを行っており、年間約 15 ～ 20 頭のイヌを選抜した後、Hanrob に供試して

いた。このため、基礎トレーニング前の選抜を省略していた。選抜したイヌの性別は、概

ね半々であった。

　選抜の判定に関する質問 6 については、探知犬の適性を見極めるために考案された

Hanrob テストを用いたとしても 100% 客観的なものではなく、いかなるイヌの評価にお

いても主観的であるので、多くの試験がなされたりスコア化されたりしても、最終判定は

インストラクターの経験に左右されていた。

　トレーニング中のイヌに関する質問 7 については、去勢のビーグル 3 頭、避妊のラブラ

ドール 2 頭（毛色はイエローとブラック）で、推定年齢は、すべて 1 ～ 3 歳であった。所

有団体は、すべて AQIS であった。

　トレーニング中のハンドラー候補生に関する質問 8 については、全員が 20 歳代の女性、

および AQIS 職員であった。前職は、1 名がトリマーで、4 名が動物に関係のない職業で

あった。

　トレーニングにおける犬具に関する質問 9 については、① 首輪について、ビーグルは

鉄製のスリップタイプ（リードを引いただけ首輪が締まるタイプで、別名「フルチョー

ク」と呼ばれる）、ラブラドールはナイロン製のノン・スリップタイプ（リードを引くと

一定の範囲で締まるタイプで、別名「ハーフチョーク」と呼ばれる）であった。② リー

ドについて、革製で、一般より長かった。③ ダミーについて、探知したときの報酬（遊び）

であった。④ フードについて、探知したときの報酬であった。

　トレーニングにおけるイヌのハンドリングに関する質問 10 については、① 声符（ハン

ドラーの声による指示）について、短く明瞭であること。「Yes」および「Leave」を使用し、

「No」を使用しないこと。② 視符（ハンドラーによるイヌに見える指示）について、ア

イコンタクトができること。指差しおよび手振りを中心とした大きいジェスチャーである

こと。③ オフ・リード（無係留）について、イヌに探知させること。④ スリップタイプ

首輪の調節について、短く適時に行うこと。⑤ リードの調節について、長さと高さを適

時に保つこと。⑥ 誘導について、姿勢が若干屈むこと。イヌの進行方向を常に考えてい

ること。探知物をヒトとイヌの間に入れないこと。⑦ 調べさせたい特定の探知対象物と

ヒトとの距離について、イヌよりも先に探知物に近づいて指示を出すこと。 ⑧ イヌの嗅

ぐニオイについて、ターゲットなどの対象物か否かをイヌの反応から見極めること。 ⑨ 

報酬について、適時に与えること。探知対象物発見時には「Yes」という言葉を発した直

後に与えること。
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　なお、問 7 から問 10 までは、イヌ、犬具、ハンドラー候補生とその訓練を実際に確認した。

考察

　Hanrob における検疫、麻薬、爆発物の探知犬の育成ではイヌに覚えさせるニオイが異

なるだけで同じトレーニング方法が用いられていたことが判明した。このことにより、日

本における探知犬のトレーニングセンターにおいても検疫犬を育成できる可能性が示唆さ

れた。

　Hanrob に供試するイヌの所有者から、日本においても、麻薬犬訓練センターが入手元

としている警察犬訓練所やブリーダー以外にも、一般の飼育者や放棄犬および野犬を収容

している動物愛護センター等からイヌを集めることができる可能性が示唆された。つまり、

日本においても、探知犬の候補となるイヌを選抜することは可能であろう。

　Hanrob は AQIS から依頼を受けた際、良質なビーグルについてニュージーランドから

購入し、育成していた。早急な育成が必要な場合は良質なイヌを提供できるオーストラリ

ア税関局やニュージーランド農林省に国際協力を要請するのも 1 つの方法となり得る。

　購入経費については、イヌの所有者が優良犬作出または商業目的であれば購入価格が高

く、そうでなければ低いことを示している。これは、イヌの探し方により、購入予算の抑

制を期待できるものである。過去にあったように、日本がオーストラリアに育成を依託す

る場合でも、これは育成頭数を増加させる因子の 1 つになりそうである。

　イヌの選抜に関する結果から、年間平均 30 頭（AQIS からの予備候補犬数含）の検疫

犬が輩出されていると推測される。Hanrob による最初の選抜である「書類選考」から「最

終選考」までの全過程にわたる選抜率は、情報の取扱いにより、結局判明しなかった。し

かしながら「基礎トレーニング」後から探知犬になるまでの合格率は約 90% であったこ

とから、Hanrob テストによるスクリーニングは効果的であるように思われる。いくつか

の先行研究において探知犬のような使役犬の候補を選抜する行動テストの有効性が検討さ

れており 33,34 ,35 , 36）、行動テストはアンケート調査よりもより客観的であるとみなされてい

る 37）。

　選抜については、インストラクターの経験によるが、今後も客観的な判定方法がないと

すれば、探知犬の育成には、国際的に考えてインストラクターの養成が必要である。

　見学したトレーニングの方法は、日本に紹介されているとおりであったが、この論文は、

質問 7 から質問 10 までの結果によりさらに詳細な点まで紹介することができる。

　質問 7 の結果に示したとおり、5 頭のイヌはすべて不妊手術されていた。これには入手

元やトレーニングを入れやすくすることが関係しているのかもしれない。一般的に、家庭

に飼われているイヌや保護施設にいるイヌでは不妊手術されている場合が多い。オスの場

合であれば、雄性ホルモン（テストステロン）が誘因となるマーキング、マウンティング

などを軽減させたり、縄張り性の行動や他のイヌへの攻撃行動を減少させたりする効果に
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期待できることから 38,39）、トレーニングしやすくなるものと思われる。一方メスは、卵

巣と子宮の摘出によって攻撃行動が顕著に減少することに期待がもてないため 39,40）、む

しろ発情を抑制することに期待しているものと考えられる。

　探知犬だけでなく、ハンドラーの養成も探知犬を増やすための課題である。質問 8 の結

果において示したとおり、ハンドラーは、性別、経験年数、および獣医師をはじめとする

動物看護師、動物飼育員、ドッグ・トレーナー（以下、トレーナー）などの動物に関する

資格は、必ずしも重要ではない。その点、日本において養成すると仮定した場合、ハンド

ラー候補生は集めやすいものと推測される。

　質問 9 の結果に示したとおり、首輪はゆるみのあるチョークを、リードはナイロン製よ

りも滑りにくく耐久性のある革製で長さのあるものを使用していた。これらは、ハンドラー

がイヌの探知を妨げることがないようイヌの自立心を促してその行動範囲を確保するとと

もに、ヒトなどに飛びかかるといった突発的な行動を抑制するのに適した材質および特徴

を兼ね備えている犬具である。探知対象物の発見時には報酬としてダミーでの遊びまたは

フードを使用していたが、これらは探知意欲を高める強化子となっている 5,6 ,34）。

　質問 10 の結果に示したとおり、声符については、「No」という禁止語を使用した場

合、イヌは見つけるたびにハンドラーに叱られるのではないかとその表情に意識が向き、

探知対象物の発見に消極的になる可能性があることから、それを避ける目的で「Leave」

といった退去語を使用したのではないかと考えられる。また、探知対象物の発見直後に

「Yes」と発し、報酬よりも先に言葉に反応させることで探知意欲を強化していたが、こ

れは、クリッカーを用いた方法に類似している 41,42）。すなわち、イヌにクリッカーの音

を聞かせてから報酬を与えることを繰り返し行うことで「クリッカーの音＝報酬（食べ

物）」と関連づけて学習させる条件性強化と同様に、Yes の褒め言葉がクリッカーの音の

役割を果たしているものと思われる。言葉による強化子であれば、探知犬の活動場所とな

る騒音やあらゆる音が発生しやすい空港内税関検査場等においても聞き漏らしが少ない。

視符については、ヒトの非言語シグナルである視線はイヌの行動に影響を与えることか 

ら 43,44 ,45）、アイコンタクトは、学習において、イヌとハンドラーとの信頼関係を強化する

上で非常に重要な役割を果たしている 46）。イヌはヒトから提示される指差しや手振りな

どの非言語シグナルに対して反応することが示唆されていることから 47,48）、これらのジェ

スチャーはトレーニングにおいて有効である 42,44）。言語および非言語によるシグナルは、

そのシグナルの送り手と受け手との間における距離に影響されており 49）、離れれば離れ

るほど言語シグナルによる指示は有効で、中距離に近づくほど言語シグナルと視覚シグナ

ルの組み合わせ、特に視覚シグナルが有効である 42）。オフ・リードによるトレーニング

は、少なくとも 2 つの意図があると考えられる。1 つは、リードを外した状況においても、

イヌがハンドラーの指示に反応し従えるかどうかを確認するもので、もう 1 つは、イヌに

自主的に活動させることである。首輪およびリードの調節における適時性と誘導は、姿勢
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を若干屈ませることにより、イヌとアイコンタクトを取りやすく、かつイヌの首に継続的

な締めつけを与えない。このことで、首輪とリードにゆるみがもたらされ、イヌに瞬間的

な刺激を与えやすくなり、この刺激がその場から立ち去ることや次の探知物に向かわせる

ことを知らせる合図になっていたのではないかと考えられる。さらに、首の引き上げがな

いため、通常の歩行時と同じ目の高さになることから、ハンドラーの指差しなどのジェス

チャーが見やすくなり、イヌに直進的な動きを与えていたと考えられる。このことによ

り、イヌとヒトの間に探知物を挟むことがなくなり、双方の反応（イヌ：探知対象物の発

見、ヒト：Yes の合図）の遅れを防止することができる。トレーナーとイヌとの間の距離

を段階的に変化させながら、イヌに 2 つのコマンド「sit」と「come」を提示した調査か

ら、コマンド「sit」よりも「come」の方がより容易に学習していたことがわかった 42）。

この結果から、トレーナーのもとへ近づくことが許される「come」というコマンド自体

が報酬になっている可能性があると示唆されている 42）。イヌに特定の物を調べさせると

きはヒトがその物に近づいてから指示を出していたが、これはコマンド「come」と同様

にヒトに近づけることに期待させているのかもしれない。現場で実際に探知犬を扱うハン

ドラーは、イヌの反応から探知対象物か否かを見極めるスキルが求められている。これは、

到着後にターンテーブルから荷物を受け取った入国者はすぐさま税関に向かい外へ出てし

まうため、迅速な動きが求められるからではないかと思われる。つまり、摘発率に影響す

る恐れがある。また、探知犬の嗅ぐニオイは、入国者の手荷物もしくはヒトが身につけて

いる物、すなわち、ヒト自体である。このため、その場に長居すれば空港利用客を不快に

させる恐れもある。

　先述したとおり、質問 9 の結果で示したトレーニングに関する犬具や質問 10 の結果で

示したハンドリングをトレーニングする方法についても、日本におけるトレーナーに関

する書籍 32,50） や麻薬犬訓練センターで常用されていることにも見られることである。す

なわち、Hanrob やオーストラリアに特異的な犬具を使用しているわけでもなく、Hanrob

やオーストラリアに特異的なトレーニングを行っているわけでもない。したがって、トレー

ニングの技術的な点だけを考えると、日本でもこのトレーニングを実施することは、可能

であると思われる。

　Hanrobの探知犬育成について、学術論文はもちろんのこと、一般および専門書籍・雑誌、

インターネットでは紹介されていない事項について記述することができた。これにより、

次の特徴 5 点が示唆された。すなわち、①探知犬候補を日本でも集めることができること、

すなわち、日本にイヌ資源があること、②探知犬候補の購入も方法を選べばその経費がか

からないこと、一方、イヌだけでなく、③ハンドラーの候補も見つけやすいこと、④トレー

ニングに使用する犬具の入手も難がないこと、および⑤トレーニング技術も日本でなじみ

があるもの、である。これらは、日本において探知犬の育成を可能とする要因である。逆

に、その場合の課題も示唆された。すなわち、インストラクターの確保である。既に麻薬
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犬を育成している麻薬犬訓練センターのインストラクターだけでは難しいとすれば、オー

ストラリアにおける検疫等の探知犬の育成が現実的であろう。

　動物のあらゆる行動は遺伝的要因と環境要因が一定の割合で影響するという考えが広く

受け入れられている 38）。ヒトにおいて、気質のひとつである新しもの好きの新奇性探求

傾向にはドーパミンが、不安を感じやすい損害回避傾向にはセロトニンが、報酬依存傾向

にはノルアドレナリンが強く関与していると推測された 5,38）。遺伝子が性格の個人差に影

響する可能性が示唆されて以来 51,52）、さまざまな動物種を対象とした行動遺伝学的研究

が始まり、イヌでは、盲導犬や探知犬などの使役犬の育成を効率化するために活用しよ

うと、ドーパミン受容体やセロトニン受容体などの気質関連遺伝子の解析が行われてい 

る 5,6 ,12 , 53）。

　今後は、ここで示した要因の①および②に関連し、日本における Hanrob テストの有用

性の検討や上述した気質遺伝子 5,6 ,12 , 53）、および探知犬の素質として重要な嗅覚に関連し

た嗅覚受容体遺伝子 1,2）などを組み合わせて、効率的に安価な探知犬候補を選抜する方法

を模索することとする。

おわりに

　本論文は、2009 年から 2011 年までに実施された調査を取りまとめたものである。検疫

犬が初めて導入された 2005 年 12 月以降、検疫犬の活躍によって摘発の割合が年々増加

したことから、調査開始時のわずか 4 頭であった数は、2015 年 5 月現在、20 頭まで増頭

されている 54）。また、オーストラリアの検疫犬と同様に、2012 年 1 月からは、肉製品の

他にマンゴウ、オレンジ等の植物類も探知可能な「動植物検疫探知犬」が導入されてい 

る 55）。
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 Japan has a chronic shortage of detector dogs. Japan does not have any training 

center for dogs engaged in quarantine service. This is the main reason why the 

Japanese Animal Quarantine Service requested the services of Hanrob, the Australian 

training facility for detector dogs, to train 4 of their dogs. These dogs are not enough to 

address the growing requirement of the institution. 

 This study aims to increase the number of detector dogs through an interview 

with Australian instructor in 2009 to clarify the environment of the selection and 

training of detector dogs in Hanrob. Results showed that selected dogs can be sourced 

from anywhere; breeders, animal shelters/pounds, RSPCA, Australian Customs 

(Labradors), and MAFF (New Zealand Quarantine Program) as long as the dogs have 

the right attributes. The price range was free-A$7,000. An original behavior test was 

used for the selection in Hanrob and there, roughly 30 dogs were selected and trained 

by Hanrob instructor and Hanrob trainers a year. Selected dogs were 3 beagles and 2 

Labradors, all five prospective handlers were female and former jobs were unrelated 

to animal except for one person. Dog toys were familiar with tools of the working 

dog training in Japan. Dummies; rolled up towels, and/or food were used as positive 

reinforcement. The dogs were trained by verbal commands without using negative 

words, visual commands with large gestures and eye contact, off leash and others. 

These results showed that there is a possibility to select and train detector dogs in 

Japan. 




